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研究成果の概要（和文）：女性の貧困予防策としての大学における教育のあり方について実証的に研究することを目的
とした。女子大学生の金銭感覚についてライフイベントとの関連から面接調査を実施し、貧困のリスク要因を探った。
その結果、貸与型奨学金を受給する女子が増加する一方、結婚や出産への関心が強すぎ、返還義務が希薄な者が目立っ
た。対照的に商・経の女子は奨学金を借りている場合に限らず、金の管理能力が高い傾向が見られ、多くは身近な人か
らリアリティのある金にまつわる話や金の管理能力の重要性について学んでいた。結婚や出産により稼得能力を失いや
すい女性にはこれらの女子が受けてきたような教育を公教育で与えていく必要があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to find what kind of education can play a role as a 
poverty prevention measures for women. To explore the risk factors of poverty,
monetary sense of female university students were examined through conducting interviews from the context 
of the life events. As a result, while the number of female students who receive a loan type scholarship 
increase, their strong interests in the marriage and childbirth decreased the sense of obligation to 
return money. In contrast, female students in commerce and economics seemed not only be interested in 
money, but also good at money management: many of them had leared how important money management was at 
home. it is necessary to provide women with the education like the one those in commerce and economics 
had received in puplic education in orer to prevent women in general from falling in a poverty.

研究分野：教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
従来の貧困に関する研究は、貧困に陥っ
ている人々の出身階層、学歴、ジェンダー
などの属性やそれらによる貧困の度合いに
ついて検討を行うといった現状分析を中心
とするものや（例えば青木 2003、橘木
2008）、貧困に陥ってしまった人々に対す
る雇用政策や社会保障制度のあり方につい
て検討を行い、提言を行うもの（例えば庄
司 1997, 神原 2007）が主流であった。確
かに貧困に陥ってしまった人々に対する
「事後的な対策」は常に不可欠であっても、
財政や景気の変動の影響を受けがちである。
また、貧困に陥る人の数を根本的に減らす
ことにはつながらないという点において課
題がある。本研究では女性が貧困に陥る前
の「事前的な対策（予防策」について検討
することにした。 
 
２．研究の目的 
女性の貧困予防策としての大学における教
育実践のあり方について実証的に研究する
ことを目的とした。まず女性が生涯にわた
って直面するリスク要因について明らかに
するため、先行研究の整理を行い、次いで
大学生の金銭感覚について、就労、結婚、
出産、理想の子どもの数、老後の生活など
生涯におけるライフイベントとの関連から
面接調査を実施し、理想の生活と現実との
ギャップについてジェンダーと経済的な観
点から検討し、貧困のリスク要因を探った。
その上で、英国におけるパーソナル・ファ
イナンス教育を参考に、女性の貧困予防策
としての大学における教育のあり方を検討
した。 
 
３．研究の方法 
男女の奨学金を含むパーソナル・ファイ
ナンスと就労、結婚、出産、理想の子ども
の数、老後の生活などのライフイベントを
含むキャリアの捉え方の違いおよび専攻分
野での学びによるそれらの変化の有無を調
べることにより、貧困のリスクを生じさせ
る要因を突き止め、どのようなタイプが生
涯にわたって貧困のリスクに陥りやすいの
か、特に女性の場合どうなのかについて明
らかにすることにした。 
そのため、関西の共学大学 2校、女子大
学 1校の 1年生から 4年生（男子 18名す
べて商学・経済学部、女子 18 名商学・経
学部、20名商学・経済学部以外の計 56名）
に対し、2013年 11月から 2014年 2月に
かけて面接調査（半構造化面接）を実施し
た。合わせて、彼らの基本的属性、奨学金
受給・授業料免除の状況、金融・経済教育
受講歴等に関する質問紙調査も実施した。
調査対象者は、調査者の知人の教員・学生
を通じて調査協力者募集のビラを手渡しや
メールで配布し、17名を集めた後、彼らが
所属するゼミ、部活、サークル、寮等の知

人を紹介してもらうスノーボール・サンプ
リングを用いた。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果は二点ある。一点目は貸与
型奨学金の受給および返還をめぐる女子学
生（女性受給者）の意識と貧困リスクの関
係を明らかにしたこと、二点目は商学部・
経済学部の女子からパーソナル・ファイナ
ンス教育のあり方に関する示唆を得たこと
である。 
 
（1）貸与型奨学金受給および返還につい
て 
① 貸与型奨学金受給の現状 
調査時点での貸与型奨学金受給者は 56
名中 18名（32.1％）であり、受給月額は、
3.0万円 4名(すべて女)、5.0万円 7名（男
4、女 3）、5.4 万円 1 名（女）、6.4 万円 1
名（男）、8.0万円 4名（男 1、女 3）、10.0
万円 1名（女）であり、一人あたり平均 5.6
万円（男 5.7、女 5.5）であった。「平成 24
年度学生生活調査」（日本学生支援機構 
2014）では、大学学部生（昼間部）の 52.5％
が奨学金を受給、受給月額は 3.4 万円であ
ることと比べると、本調査の対象者の場合、
3 大学が兵庫県や大阪府の都市部にあり、
学生生活費が高くついていることの影響を
考慮する必要があった。 
 
② 奨学金の返済の自信の程度 
「自信がない」0名、「あまり自信がない」
2 名（ともに女）、「やや自信がある」7 名
（男 3、女 4）、「自信がある」9 名（男 3、
女 6）であった。就職が決まっている学生
が 5 名（男 3、女 2）いたこともあり、そ
のうち 4名（男 2、女 2）が「自信がある」
と回答した。一方、所属する部活動でアル
バイトが一切禁止されており、一度もバイ
トしたことのない学生や就職浪人を決めた
学生が返済の自信を示すなど、注意が必要
な回答がみられた。 
 
③ 借入金を返済する方法への関心の程度 
「関心がない」2名（男 1、女 1）、「あまり
関心がない」4名（男 1、女 3）、関心があ
る」7名（男 2、女 5）、「かなり関心がある」
5名（男 2、女 3）、「「とても関心がある」
は 0名であった。貸与型奨学金を受給して
いる 18名中 6名が「（あまり」関心がない）
と回答した。（面接調査では「ローンを組ん
ででも」戸建てを持つことを希望する学生
が少なくなかった。）奨学金が「借入金」で
あり、返済する必要があるという意識が希
薄な学生がいる可能性が示された。 
 
④ 貸与型奨学金受給の要因 
＜1＞経済的困窮 
「経済的困窮」に関する回答は 11名（男

4、女 7）と最も多かった。父親についての



発言が多く、収入が少ない、賃金が低下し
た、仕事が不安定、金遣いが荒い、借金が
ある、定年退職した、廃業したなど、その
内容からも困窮ぶりが明らかであった。兄
弟数が多いため、教育費がかさむ、母子家
庭で母の収入が少ない、両親共働きでも収
入が少ない等、経済的理由に関する回答も
目立った。 
 
＜2＞親への申し訳なさ 
 「親への申し訳なさ」に関する回答 10
名（男 2、女 8）は先に述べた「経済的困
窮」に関する回答とほぼ同数であったこと
は注目に値する。大学進学以前にすでに私
学に通わせてもらったり、塾に行かせても
らったりしていたので、「親にお金を使って
もらうのが本当に申し訳ない」、「（奨学金を
受けていなかったら親への）申し訳なさは
増えてたと思うんですけど」など、「健気な
子ども」の姿がみられた。 
 
＜3＞返還のしやすさ  
第 2種奨学金の広がりにより借りやすく
なったため、経済的にひどく困窮している
わけではないが、借りられるから借りてお
り、生活費に困った場合の補てんに使用し
たり、貯まった分は繰り上げ返済する予定
という学生もいる。また、「月 2 万って、
ちょっと大きいけど、無理ではないかな」、
「月々2万ずつ払えば。20年で払うんでし
たっけ？何か忘れましたけど」という発言
に見られるように、返済月額が少ないこと
が受給を促している側面もある。 

 
＜4＞返還する意志はあるのか 
 返還の意志の有無については男女ともに
強固な性別役割分業観が影響していること
が示唆された。男子 6 名が仕事を優先し、
主たる稼ぎ手になりたいと考え、妻には家
事・育児を優先してほしいと願っていた。
奨学金は自身で返還しつつ、家族を養う意
向を示した。 
一方、女子 10名も 専業主婦または家事・
育児優先願望を示し、就業継続よりも家
事・育児に関心を示した。奨学金の返還に
ついては可能であれば夫に返還してもらい
たい、成り行きに任せるなど、返還義務の
希薄さが目立った。その傾向は特に商学・
経済学以外を専攻する女子に顕著に見られ
た。 
 
＜5＞貸与型奨学金の返還に関する課題 
 奨学金受給者には、奨学金の額の大きさ
や返済義務についての自覚が希薄な傾向が
みられた。家庭では子どもの前でのお金の
話はタブー視されているため、学校では時
間的制約や専門的知識を持つ教員の不足な
どの問題があるため（金融経済教育を推進
する研究会 2013）、学生らは十分な金融経
済教育を受けないまま、奨学金という「借

入金」を受給している。奨学金制度のあり
方およびその周知の仕方の見直しと同様、
家庭や学校での金融経済教育のあり方（ネ
ーミングや内容も含めて）の見直しが必要
なのではないか。さもなければ、返還義務
に対する自覚が希薄なまま安易に借入して
しまう学生が後を絶たず、特に生涯賃金が
低くとどまる傾向にある女子学生が結婚の
夢を果たせなかったり、果たしたとしても
借入金を背負い続けるとなるとすればその
心理的負担は計り知れないものになる。そ
もそも男性の場合は、結婚をして家事・育
児に専念したいと考える者はほぼ皆無で、
家事・育児のために返還義務を放棄したい
という誘惑にかられることさえ許されない
状況であり、男性であるがゆえの心理的負
担が大きい。さらに、返還金を回収できな
い日本学生支援機構も多大な不利益を被る
ことになる。そうであるならば、貸与する
側の日本学生支援機構も、借入する側の学
生も、手続きに入る前に返還計画を明らか
にし、返還のシミュレーションを定期的に
行うなどの機会を持つことによって、学生
側が借入額について後で慌てないですむあ
るいは返還義務に自覚的になるシステムを
構築する必要がある。 
 
（2）商学部・経済学部の女子に学ぶパー
ソナル・ファイナンス教育のあり方 
① 株式や債券等への関心の程度 
 専攻分野に関わらず、家族（親や祖父母
等）が株式や債券を保有し、それらを売買
している学生は、総じて親近感を持ってお
り、将来保有することへの関心を示した。
特にそのような家族を持つ学生は商・経女
子に多かった。また、商・経男子 2 名は、
実際に自分名義の株式を保有した。 
一方、家族が株式を保有しない場合、無
関心を示す傾向が見られ、特に商・経以外
の女子の場合、嫌悪感や怖れを示す傾向が
強かった。 
 
② 進学動機 
商・経女子の場合、家族（母親や姉）や
親戚（おじや父のいとこの女性）が「バリ
バリ」働いていて「カッコよく」見え、「株
式を保有」したり、「好きなものを自分で買
って」、「自由な生活」を「楽しんでいる」
ように感じたり、商・経に関わる知識を授
けた高校時代の恩師等に憧れている者が多
く、それらの人々が彼女らの「ロールモデ
ル」になっていることがうかがわれた。ま
た、日常の経済生活における不便さや疑問
が彼女らを商・経進学への強い動機づけと
なっていた。一方、ジェンダーにかかわら
ず、「国立大学が第一志望だったが、受験で
失敗した」や「数学が得意だった」等の理
由から「ネームバリューがある大学で、か
つ数学の知識を活かせる経済学部」に進学
することにした学生もいたが、その傾向は



特に男子に見られた。さらに、男子の場合、
「商・経が就職の際に有利または無難と考
えた」者が多かった。 
 
③ 専攻分野での学びによる変化 
 ジェンダーや学年にかかわらず、「就職後
には何かで役立つだろう」と期待する学生
も多かった。また、下級学年では「（商・経
に所属して）専門知識を得たという実感は
まだない」という学生が多かった。一方、
上級学年の女子には、これまであいまいな
に理解していた商・経に関わる様々な事象
について、「知識を得たことによってより理
解が深まった」、「政治・経済がさらに面白
いと思えるようになった」、「（株式の変動等
を含めて）新聞を読んだり、ニュースを観
ることが増えた」等、商・経での学びが実
生活に活きているとする者が多かった。 
 
④ パーソナル・ファイナンス教育のあり方
への示唆 
 ① 株式や債券等への関心については、家
族や親戚等が身近な人々がそれらを保有し、
売買しているか否かが、② 進学動機につい
は、商・経女子の場合、依然として男性中
心のそれらの分野に進学を促すロールモデ
ルの存在や経験の有無が、③ 専攻分野での
学びによる変化については、変化を感じら
れるほどに学んでいるか否かの他、進学動
機が当該分野で学ぶ内容にどの程度直結し
ているかが、それぞれ強く影響をしている
ことがわかった。「親近感」のような個人が
持ち得る文化資本の格差を是正するのは容
易ではない。しかし、方法としては学校に
おけるパーソナル・ファイナンス教育が考
えられる。その際、株式や債券だけでなく、
ローン等についても「親近感」を持たせる
ような教育内容にすることが重要である。
また②からは、株式や債券を実際に運用し
ている人や経済的自立を果たしている人等
に授業に関わってもらい、学びに「リアル
感」を持たせる方法の有効性が示唆される。
特にこの方法はロールモデルが少ない女子
には有効かもしれない。貸与型奨学金を含
むローンを組んでいる疑似体験を採り入れ
たり、実際にローンを組んでいる人に話を
聞いたりするのも一つの方法だろう。その
ような取り組みによって ③に見られたよ
うな学びによる変化が起きることを期待で
きる。 
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